
別紙３ 

 

事業概略書 

事 業 名 携帯電話を使用したＱＲコードの新たな活用に関する調査研究事業 

 

事 業 目 的 

 

視覚障害者が使用している携帯電話を活用し、ＱＲコードを読み取り、

手軽に多くの情報を取得できるようにすることを目的とする。 

具体的には次の通り 

①ＱＲコードを色々な商品に添付することを普及する 

②ＱＲコードを添付する位置の標準化 

③携帯電話を使用してＱＲコードを簡単に読み取れるような機種の開発 

④携帯電話を使用して読み取りができるように手引きの作成 

事 業 概 要 

視覚障害者が情報を得るために、さまざまな福祉機器を使用しているの

が現状である。多くの視覚障害者が使用している「携帯電話」のカメラ機

能を活用し、ＱＲコードを読み取ることにより多くの情報取得を、より簡単

にできることが考えられる。ＱＲコードの添付方法を標準化すること、商

品情報などを内容に入れることにより多くの情報取得が期待される。 

事業実施結果 

及び効果 

本事業を実施することにより、ＱＲコードをより読み取りやすくするため

の、添付方法の標準化及び、より多くの商品情報をＱＲコードに入れる

ことで、今まで各種の情報が得にくい状態に置かれていた視覚に障害

のある者が、より多くの情報を獲得し、日常生活が豊かになることが期

待できる。 

そして、今後企業の消費者サービスの一環として、食品・衣類などをは

じめ、あらゆる物のパッケージやタグなどに必要情報が入ったＱＲコード

の添付が普及されることを期待している。 

事 業 主 体 

〒２２８－８５４０ 

 神奈川県座間市入谷３丁目１７０７－１６ 

ＮＰＯ法人 神奈川県視覚障害者福祉協会 

TEL：046-205-6040 E-MAIL：jimu＠npo-kanagawa.org  

（注）１．本様式の作成にあたっては、厚生労働省ホームページに掲載するので、一般に公開することを想定し、

分かりやすい表現に努めること。 

   ２．本様式は、事業の概略をまとめるために作成するものであり、別途、実施した事業についての報告書冊

子を必ず提出すること。 


